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済発展の理t~i r 以来 5$くの識者の好／υむとりあけ
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Misr, 19'.(1 if 10月資本金1万ポンドで Soci長te
Misr pour l'Engrenage du Cotonを創立，1924年
にはいちはやくマハヴラ・ヱノレ・クブラにミス／レ銀
行の支店を開設する。 192.5年8月資本金l!J万ポン
ドで So仁ictふMisrpour le Transport et la Navi-
gation，同年（一説には7月13円〉資本金1万5000ポ








ciete Misr pour le Tissage de la Soieを設立し
た。また同時に SocieteMisr pour les Pech白ries
を制設した。ごこで特筆すべきことは，かれがこの
時にミスル・グループといわれる企業集団の中核













Misr pour l'Ex1附 tationdu Coton創設。何年10
J jミスル銀行アシ τート支店開設， 同じくゲマス
カスに，シリアーレバノン・ミスノレ銀行支店を設
立する。 1932年 5Jl Misr Air哨 rork, 1934年 l乃
Societe Misr de Navigation Maritime, Soci己te
Misr pour I’Industrie et le Commerce des Cuirs, 
SociるteMisr d’Assurances G白昼間！es，同年 11月
九1lisrShippin廷を設立， 1935年 7月 Societedes 
Autobus du Caireをミスル銀行の支配下におさ
める。 1937年 4月 SocieteMisr des Tabacs et 
Cigarettes，同年9月 Soci己teMisr pour le Lin, 
"El：民年9月には MisrBeida Dyersおよび Societe




¥1ines et Carri訂正1氏Societe.tvi河 pourl’Intluドtrie てレなかったc ミスノレ銀行創立以前にエジプトの
et le Commerce des Hui-lesを創立し，エシ －／ ト 投資動向は先にも述べたように，伝統的投資信環
工業 7レネッサユスの花を咲古ミせたのであるつ の繰返しにすぎたか－－，た。この伝統的投資の悪徳
その間19；日午にはスーダンを訪問， さらに同じ 環を断同として切断し，農業の利潤を近代工業の
く：ir；年 -1J J fラケを訪jLる。 19'.l9f「灯にこれ主で 長1）設に役資し，その拡大再生産に寄与するという
の数「主にわたるアラブ諸国訪問に上るかれの意見 近代的役資の箔環へ転換する主役を演じたものは
「アラブ諸国間の経済協力の義務Jを『アル・と ほかならぬタラアト・ハノレブであり，その組織であ
ラ－，J.,J紙に掲載する。 るミスル銀行であった。 CreditF oncicr E只yptien
193り午秋ミス l-銀行は恐慌の影響をうけ財政危 に代J之される不動産銀行は大地主への貸付けに重
機にお九いる これとともにタラアト・ハ IL7':;t 




















や LandRank of E只ypt等の不動産銀行や外資系










of E灯 ptもその例に洩れない。 1，，］行は創立資本金
ら（）万エジプトペJ-;>！の半額を SirErnest Cassel 















を中心として資金を主かなっていたコ しかしグノレ ドりurI引ドふ・heriesのj接合その44%，ぬ》じietel¥.fisr 
ープが発展するに＇）れ、外資とももh'Jt~ L、Kafrel- pour le Lin v）助A-その45＇；／，，を出資している rn:n。
Dawwar OJ Soci{te l¥Iisr pour la Filature et iじ そして Soci三te Miぉr pour la Filature et le 
Tissage fin en C，山口 Egyptien とおIi討rBeida Ti;-;sa貯の発展過程において， M行は数度にわた
Dyersには外国資本がはヤってL、る y ご社債を非主し その発展につとめた。このよ
(3) ミス／レ銀行の資本調達と投資 うに長期の資本端達を行ふうようになったのはこ
ミスル銀行は一方ごは従来からイヂ｛どしてい，た の企業のi白能力トム応安定したことを示している。
「イギ 1.1 ス~＼＇JJ ともいうべき貯蓄銀行としての性 19；初年三 Jタラアト・ハルブは iエジ i＇ト人の社債
格をもナハ 他方では｜ドイ、ソ噌｜とも伝え九れる ・ , 0) til心l土段資のとめの資本を増加させるJUl4) 
j云；早H空融資型担行としての特徴を：.t/d持してドた「 としづ演説を行なっている。
前者の機能l土：r_:,・ -7＂ト全仁に支店を IH，＆するこ さらに；Ulし亡よいことはいi行が傘下諸企業に
とによって1＼｝えされる、 19:!4午に？ルゲ山中心地 対して資金Tinにおし、て強大な発~~権をもっている
υ 、ッ弓．こ＂－ 1レ・トプ弓に支店をlf，武、 19三（； ij'.に のみか， 人的系列の支配権をもにさっていること
土ヱジフ。トの／＼ニ・スウヱブと 7 ／イ工ーム、 19三（） であるリ形式的iこ総裁の職にありほとんど実権を
年にはアレキ十斗ドリアラ 1r-m年にはアシェート もっていなL、アフメ、ソド・ミトハト・イエゲン・
にそれぞれ支店を試置するにいた’ 3た勺とくに ノ：シャはと ιかくとして，副総放として実権をに
1927年の片山・ietと l¥fo,r l附 ur！日［よdaturect le :J fJ 実際ミ λ ！~ ・ヤル－ 7＂をがjかしているタラア
Tissa貯の創立にさきがけて，マハソサ・エル・ ト・ハル fとそれにブワード・スルケンの名古／jは必
ケブラに支店をもうけて l也、るのは， E味深長：であ ず経営陣に！泌を出してL、ふ。そのほかにもタラア
るJ おそらくかれは企業設立の下準備をしていた ト・ハルフと毅Lい財界人がその経常陣f二加わつ




諸企業の古ljぷをおこ fよ 2たc その時之スノレ銀行は て人的支配を行ない，ー勺の大きな企業集団を~
f ,] f了傘下の諸企業の株式を発行 I_ ふ う.＇t:;t~h 発子｛ ）比するにL、た p pた》
権をにぎ（て唱、たc この上ろなミスル・グループの人的支配をドイ
もともとヱゴf］、の資本10品iよ後進的εあ ＇－c ソの銀行とその糸ド諸企業のそれと比較すると，
銀行が株式発行：二閣与する比長は fi!1j1hぐA.：き L、。 ミ主 Fレ銀行のほうがより積極的に企業経常に参加
たとえ；工刷行は （＇ 、ソラ・二L ／~·・ 7 つラの Sりじiete している上うに思える。 A.el-Gritlyは「エジプト
l¥.Iisr pour la Filature ct le Tissage J)自ljな資本 にむける現代産業構造J("Theメtructureof Modern 
金；）（）万工／、アト・ホ｝ンドのうれ l:l万li:1(）（）エジイト・ lrnluぉtryin Egyptぺ［，＇｝えよyj,tど印ntcmporainc,1948, p. 
ポンドを出資し 1七っさらに Sociとt」、日i,,rpour le -14（めのなかでミス yレ鉛行の企業支配と比較して



























































Industry in Egypt”， L’＇Egypte Contemporaine, 1948. 
〈注3〕 Ibid.
(/t4) Mβtbaat Misr,Majmudt Khufab lvlulfa-














さんに方、jL l土＂） さぴ〉上うにL、う心 ［このよう，／（
いじもっとも一般的に 19三0年代Jトら：l()年代に元叶 秩序正LL、配分は労働力のコントロールにある。
て，ヱシプトの労働市場につL、じ；1,J交・研究；上進 われわれはすべてのエジプトの若1,tが織物業、 走
んでおらず文献は非；守iこ少なく， かJ 小、子しにく 力業， 製鉄業UH、ずれカ・において卓越することを
いものであるこi この時期には ILOの桜；li;i,ずがある 希望するJ(ti 10）。つまり 19三，1年にすでにかれはマ
くらいで， 賃金センサスも労働時ンアル ~J/,J査も flj f、p ラ・ゴル・ 7ブラを紡横山町にする三とを ・:i;
行されていなか，た ，！）である。 しかし企業家であ え4 ル、てL、たのである。この間J(l）織物二lの技術を
るかれが労働）の市要と供給；こ／），， 、て確u1iltこる見通 渋初jにある程度利用できることを意図し続いて
しを持fこなか.J たならば， これだ；？のJ、昨lふり投資 近郊の農村J也帯から労働｛共給を受けることをかれ
はとても不可能ftはずであるヮそこであえごそjL A‘.f;[iをしていたのではなし、であろうかc
lこっ1‘、て山ケラアト・ノ、l,ブの見解をみ／）ftょう っさにかれは労働力の性格に＜）し、て若干ふれて
とするとかれが二つ cl）きわめて興味のある傾向を いる。第 lに♂ハヅラ・エル・クブラの識字率の
抱いてL、ることが見 1いどされるコ 高レことをとりあげ亡し、る。この間iには読み芹き
その一つはかれが労働力の供給お上ひ、その性格 iJ能ふものが 1（）（）（）人当たり出入おり，全国平均の
について，院単なが （， 的確にふれてレふこどであ 制入、 あるレはマハッラーエル・クブラ郡の41人‘
ろう。 19ど7年にマハ J ラ・工ノL・ケトアラに Soじil'tと ガルビヤ県の liO.人よりすぐれてし、ることを指摘し
,¥liぷrpour la Filature et le Tissageをltr日立するの ごし、る J
に先だって、 l~l24 年にここに支店を設問す心｜私 立／三世にこのurn土犯罪者が全国一平均の 1000人当
ノラ・エノレ・ケフラの労働力の供給三性格にっ たり 15人上り少なく、 12人であり，この点にもか
いてすでに検什してL、ることであらう υ ぺJ／.上 f)/;' 
れは企業支として Jfli民グJ持主 ξあ たU である 3
カイcitlリ己 1守（/J iγ ，、ソラ・エル・ケブラ・ミベ
ノレ銀行l.店i史民会；こ：／Ji「る／'st＆二 (cl 9) i二:j;L、て，
IJJ勢調査を利用しながらγ ハ、r ラ •T ノL ・ケ 7、う l お
（γ ノ、ノラ・二L ,, ..クノラ!Mlではなし）の Xi働）Jに〆 F
L、て， およそ J Jさの上うな二とを是主べごいるので
れの注意i梁い lが注がれ亡し‘る。
この上うにかれがこの町にミスル銀行支店の設





ある。 ク 7＂） 工場もカブノレ・ヱ／レ・ダ，7Jレ工場もあるい
三の町ft人仁13万xor:r:人‘そのうむ労働人口は は l¥lisrDcid日 Dyersも実際の管理を AbdelRah-
l ;f()4:'i同人であり、織物人口はそ什：nr：，を山め， man Hamadaにまかせてあり，かれが労働市場や
3167人で第 l位であ石 L っさに民業人iI ; <'7 10人、 技術者1二1¥5］するさま 5まな知”誌をもサてし、／このか
26';i，で第三位であるはえ，｝しによると， :j＿；上そこの上 も知れないれもちろん Hamadaは当時の最優秀の
うた状態にある町を l了主都市（madin九t＂ト叶円以 t）ど 技術fであったので， 技術者叩養成には当然意を












warに SocieteMisr pour la Filature et le Tis-
泌 gefin en Coton Egyptienが設立されるや，か
れは自動織機を Blackburnの Northrop社，























































































（注9) Matha‘at Mi~r, of>. cit. 
（注10) Ibi・d.
Cr主11) A. el-Gritly, ojぅ.cit. 



















































































































れた SocieteMisr pour la Filature et le Tissage 
fin en Coton Egyptienおよび MisrBeida Dyers 





























〔注13) The Stock Exchange Yearbook of Egy-
Iうt,Alexandria 1939. 




















































































































































es et de la Ra伍neried’Egypteの株を買い占め
てここの経営権をにぎったのであってかれがこの
ヱジプト最大の製糖工場を創設したのではない。
まして資本市場においてまず銀行を創立し， 大規
模な投資を行なうとし、う雄大な経済論理を貫いて
いたものはタラアト・ハルブ1人である。
たしかにタラア卜・ハルブは資本市場・製品市場
には特に関心をもち積極的に行動をした。それと
比較するとかれは労働市場・技術市場への関心と
行動は相対的に低かった。にもかかわらずかれを
他のエジプトの企業家と比較するとき， いくつか
の点で圧倒的に企業家として秀れていた。シュム
ベーターのいう企業家に値する人物はエジプトで
はおそらくかれ1人だけではないであろうか。タラ
アト・ハルブ、はまさに唯一のエジプトにおける新
生産函数の設定者であったのである。（調査研究部）
